
                                         

 

令和３年度 公民科 

教科 公民 科目 政治・経済 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 ７ 実教 ３１３最新政治・経済 新訂版 

副教材等 なし 

 

担当者からのメッセージ 

・教科書のほか、新聞記事・テレビ番組を利用しながら学習を進めます。 

・国内外の政治・経済情勢に関するメディアの具体的な報道を主体的に調べ、自分の言葉で理解できるまで取り組む姿勢が大切です。 

・対立する思想や政策についても、習得した知識をもとに、意見交換や発表を通じて吟味しつつ、自身の考えを磨いていってください。 

 

学習の到達目標 

・民主主義の本質を理解し、広い視野から現代の政治・経済・国際関係について客観的に理解する力を身につける。 

・政治・経済・国際関係などに関する諸課題について主体的に考察する。 

・公正な判断力を養い、良識ある公民として必要な能力と態度を育てる。 

 

学習評価（評価規準と評価方法） 

観点 ａ：関心・意欲・態度 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：資料活用の技能 ｄ：知識・理解 

 
 
観 
点 
の 
趣 
旨 

 

 

現代の政治，経済，国際関係に
ついて関心を高め、意欲的に課
題を追究するとともに、国家・社会
の一員として平和で民主的な社
会生活の実現と推進について客
観的に考察しようとしている。 

 

 

 

現代の政治，経済，国際関係に
関わる事柄から課題を見いだし，
その本質や特質，望ましい解決
の在り方について広い視野に立
って多面的・多角的に考察し，社
会の変化や様々な立場，考え方
を踏まえ公正に判断して，その過
程や結果を様々な方法で適切に
表現している。 

現代の政治，経済，国際関係に
関わる諸資料を様々なメディアを
通して収集し，有用な情報を適切
に選択して，効果的に活用してい
る。 

 

 

 

 

現代の政治，経済，国際関係に
関する基本的な事柄や，本質特
質及び動向を捉える基本的な概
念や理論を理解し，その知識を
身に付けている。 

 

 

 

 

評
 

価
 

方
 

法
 

 

授業プリント 
レポート 
態度観察 

 

 

定期考査 
レポート 
論述 

 

 

授業プリント 
レポート 
論述 

 

 

定期考査 
レポート 
論述 

 

 

  ※上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめる。 

 

学習の活動                   

学
 

期
 

 

 

単元・学習内容 

 

主な評価
の観点 

 

単元（題材）の評価規準 

 

 

評価方法 

 ａ ｂ ｃ ｄ 
 
前 
 
期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 民主政治の基本原理 
［１］政治と法 
［２]民主政治の原理 
［３］世界の政治体制 
［４］民主政治の混迷と課題 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
○ 
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○ 

 

 

 

 

 

 

 
 
○ 
 
○ 
○ 

 

 

 

 

 

 

 
 
○ 
○ 
 
 

 

 

 

 

 

 

ａ：民主主義の歴史や基本的原理に関して、世界史学習と関連づけながら深い興
味を抱き、現代政治との関連性を追究している。／主要国の政治制度に関して、日
本の政治制度と比較しながら関心を抱いている。 
ｂ：西洋で発達した民主主義の原理と、日本の政治制度の仕組みとの関連を考察
している。／現在の日本の政治状況やファシズムの独裁政治から、民主主義の価
値を判断し、その過程や結果を様々な方法で適切に表現している。 
ｃ：社会契約説や権力分立といった民主主義の原理について、ロックやルソーとい
った思想家たちの原典資料にもどりその内容を確認するなど、効果的に活用してい
る。 
ｄ：政治や法、民主主議や人権保障の歴史といった民主政治の基本原理について
の知識を有している。／社会契約説や権力分立、主要国の政治制度などに関して
的確な理解を示している。 

定期考査 
授業プリント 
レポート 
論述 
態度観察 

 

 

 

 

 

 

 
２ 日本国憲法の基本的性格 
［１］日本国憲法の成立 
［２]平和主義 
［３］人権保障 
［４］人権の広がり 
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○ 
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ａ：日本国憲法の成立過程や国民主権、基本的人権の尊重、平和主義といった日
本国憲法の基本原則に対して興味や関心を抱いている。／現実の人権問題や平
和主義にかかわる問題に対して関心を示し、日本が抱える課題に対して追究する
態度を示している。 
ｂ：大日本帝国憲法と日本国憲法を比較しながら、民主主義の実現を目指す憲法
の必要性について考察を加えている。／人権保障や平和主義といった憲法の条規
と、現実の社会における課題との関連を考察し、社会の望ましい在り方を判断し、そ
の過程や結果を様々な方法で適切に表現している。 
ｃ：日本国憲法の成立や人権保障、平和主義に関する情報を、様々な手段を使い
収集している。／人権問題や平和主義に関して収集した資料を、自ら設定した課題
解決のために主体的に選択し、活用している。 
ｄ：日本国憲法の成立過程について、史実と関連させて適切に理解している。 ／
日本国憲法の基本原則について総括的な知識を有している。／平和主義や基本
的人権に関する憲法条規に関する知識を前提に、現実の課題に対する多面的な
理解を示している。 

定期考査 
授業プリント 
レポート 
論述 
態度観察 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校番号   T０１０８ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

３ 日本の政治機構 
［１］立法 
［２]行政 
［３］司法 
［４］地方自治 
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ａ：国会、内閣、裁判所や地方自治といった日本の政治機構に対して、その仕組み
や制度に関心をもち、現実の課題を追究する態度が見られる。 
ｂ：憲法条規上の国会、内閣、裁判所や地方自治の規定と、現実の三権の状況や
中央と地方との関連などを的確に比較し考察している。また、その過程や結果を様
々な方法で適切に表現している。 
ｃ：国会、内閣、裁判所や地方自治に関する情報を新聞などマスメディアを通じて
収集し、学習のために主体的に活用している。 
ｄ：国会、内閣、裁判所、地方自治について、憲法条規に照らし合わせて、その仕
組みや権限、さらに相互の均衡と抑制の在り方などを理解している。 

 

定期考査 
授業プリント 
レポート 
論述 
態度観察 

 

 

 

 

 
４ 現代日本の政治 
［１]戦後政治 
［２]選挙制度と政党 
［３］政治参加と世論 
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ａ：現代日本の政治動向に対する関心が高まっている。／政党政治や選挙などに
着目して、望ましい政治の在り方や国民の参政の在り方を客観的に考えようとしてい
る。 
ｂ：現代日本の政治動向から、課題を見いだしている。／政党政治や選挙制度など
現実の政治課題に関して、社会の変化や様々な考え方を踏まえて公正に判断し、
その過程や結果を様々な方法で適切に表現している。 
ｃ：政党政治や選挙制度、官僚制度などに関する情報を様々なメディアを用いて収
集し、かつ学習に必要な情報を主体的に選択し活用している。 
ｄ：政党政治や選挙制度、官僚制度などに関して、客観的な知識を持っている。 
・世論と政治の関係を正しく理解し、望ましい参政の在り方を考察している。 

 

定期考査 
授業プリント 
レポート 
論述 
態度観察 

 

 

 

 

 

 
５ 現代の国際政治 
［１］国際政治の特質と国際法 
［２]国連と国際協力 
［３］現代の国際政治 
［４］核兵器と軍縮 
［５］人種･民族問題 
［６］国際政治と日本 
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ａ：現代の国際社会における政治の動向に対して、関心が高まっている。／安全保
障についての考え方や、国家間の対立、民族紛争といった国際紛争の諸要因を意
欲的に探究している。 
ｂ：国内政治と国際政治の違いを、現実の状況を踏まえて多面的に考察している。
／これからの国際社会における国際連合の在り方について、ポスト冷戦という新しい
状況の中、様々な考え方を踏まえ公正に判断し、その過程や結果を様々な方法で
適切に表現している。 
ｃ：現代の国際社会における政治の動向に関する諸資料を、様々なメディアを通し
て収集している。／国際社会における今後の日本のかかわりに関する諸資料を収
集し、効果的に活用している。 
ｄ：国際対立の経験を通じ、国際間の相互依存、紛争の平和的解決のための国際
機構や国際法が発達してきたことを理解し、その仕組みや制度に関する知識を身に
つけている。／核兵器と軍縮、難民問題といった今後解決すべき国際社会の諸課
題について、的確な理解を示している。 

 

定期考査 
授業プリント 
レポート 
論述 
態度観察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
後 
 
期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 経済社会の変容 
［１］資本主義経済の発展 
［２］グローバル化 
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ａ：経済に対する興味を前提に、資本主義経済の特徴や歴史について意欲的に追
究している。 
ｂ：混合経済や経済活動のグローバル化など現代経済の特徴について、経済活動
の国際比較を行うなど多面的・多角的に考察し、その過程や結果を様々な方法で
適切に表現している。 
ｃ：混合経済や経済活動のグローバル化など、現代経済の特徴に関する諸資料
を、様々なメディアを通して収集し、効果的に活用している。 
ｄ：・アダム＝スミスからケインズ、さらに新自由主義に至る経済学説を、経済社会の
変容にあわせて的確に理解している。／資本主義経済の一般的特徴について、十
分な知識を持っている。 

 

定期考査 
授業プリント 
レポート 
論述 
態度観察 

 

 

 

 

 

 

７ 現代経済のしくみ 
［１］市場機構 
［２]現代の企業 
［３］国民所得と経済成長 
［４］金融のしくみ 
［５］財政のしくみ 
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ａ：現在の日本経済の動向に対する関心が高まっている。・市場機構や景気変動、
金融・財政といった経済の諸理論に対して関心を深め、理論との関連を踏まえなが
ら現実の経済活動を探究する意欲的な態度が見られる。 
ｂ：現代の日本経済の動向から、課題を見いだしている。 
・家計、企業、政府の経済主体間の経済循環を、現実の経済活動と対応させながら
考察している。／金融や財政についての基本的知識をもとに、現実の金融・財政問
題やその解決方法について、主体的に判断をし、その過程や結果を様々な方法で
適切に表現している。 
ｃ：現代の日本経済の動向に関する諸資料を、様々なメディアから収集している。
／収集した資料から市場機構や金融・財政などの学習に役立つ情報を主体的に選
択し、活用している。 
ｄ：家計、企業、政府といった経済主体相互の関連が、国民経済を構成しているこ

定期考査 
授業プリント 
レポート 
論述 
態度観察 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とを理解している。／適切な価格決定や資源配分といった市場経済のもつ特性を
理解するとともに、その限界についても考察を加えている。／金融や財政に関する
基本的な知識をもとに、金融改革や財政改革といった日本経済の課題に対する十
分な理解を示している。 

 

 

 

 

 

 
８ 現代経済と福祉の向上 
［１］日本経済の歩み 
［２]日本の中小企業と農業 
［３］国民の暮らし 
［４］環境保全と公害防止 
［５］労使関係と労働条件 
［６］社会保障の役割 
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ａ：第１章、第２章で学んだ経済理論をもとに、現実の日本経済の特徴と課題に関
心を示している。／高度成長から安定成長、バブル経済からバブル後の不況といっ
た戦後日本経済が歩んだ流れを追究しようとする意欲が見られる 
ｂ：戦後日本経済史との関連の中で、中小企業や農業問題、公害問題など日本経
済の課題を考察している。／経済発展のための効率性の追求と、国民福祉の向上
で求められる公正さとの関連を、労使関係や社会保障を題材として的確に判断し、
その過程や結果を様々な方法で適切に表現している。 
ｃ：戦後日本経済史に関する史料を、様々な文献から幅広く収集している。／中小
企業や農業、消費者保護や労働問題、社会保障といった様々な課題に関するデー
タを白書類から収集し、課題解決の手段として活用している。 
ｄ：中小企業や農業問題、消費者問題や公害、労働問題や社会保障といった日本
経済の現状と課題に関して十分な知識を有している。 

 

定期考査 
授業プリント 
レポート 
論述 
態度観察 

 

 

 

 

 

 

 

 
９ 世界経済と日本 
［１］国際収支 
［２]国際経済体制の変化 
［３］グローバル化と金融危機 
［４］地域経済統合と新興国 
［５］経済協力 
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ａ：現代の国際経済の動向に対する関心が高まっている。／国際的な相互依存関
係の深化など、国際経済の特質を意欲的に追究している。 
ｂ：現代の国際経済の動向から、課題を見いだしている。／経済のグローバル化の
動きに対して、商品や労働力、資金の移動などから多面的・多角的に考察するとと
もに、競争原理を前提としたグローバル化の弊害についても的確な判断を示してお
り、その過程や結果を様々な方法で適切に表現している。 
ｃ：現代の国際経済の動向に関する諸資料を、様々なメディアを通して収集してい
る。／収集した資料から、グローバル化の進展など国際経済の特質、国際経済の安
定と成長のために果たすべき日本の役割などについての情報を主体的に選択して
活用している。 
ｄ：自由貿易と保護貿易の考え方、国際収支表の見方や為替レートの仕組みなど、
国際経済に関する基本的な知識を習得している。／自由貿易を前提とした戦後国
際経済の流れを理解し、国際通貨基金や世界貿易機関などの仕組みに関する知
識を有している。／グローバル化が進む国際経済の動向の中で、地域的経済統合
や南北問題の新たな局面を理解している。 

 

定期考査 
授業プリント 
レポート 
論述 
態度観察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１０ 現代社会の諸課題 
［１］震災と復興 
［２]中小企業 
［３］農業・食糧・環境 
［４］雇用と労働 
［５］社会保障と勤労の義務 
［６］温暖化対策 
［７］原子力政策 
［８］民族問題 
［９］貧困・ODA 
［10］国益 
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ａ：現代日本や国際社会の諸課題に対する関心を高め、課題を意欲的に追究し、
望ましい解決の在り方を客観的に考えようとしている。 
ｂ：現代日本や国際社会の諸課題を多面的・多角的に考察し、望ましい解決の在り
方について社会の変化や様々な立場、考え方を踏まえて公正に判断している。ま
た、その過程や結果を様々な方法で適切に表現している。 
ｃ：現代日本や国際社会の諸課題に関する諸資料を様々なメディアを通して収集
し、学習に役立つ情報を主体的に選択し活用している。 
ｄ：地域社会の変貌と住民生活、中小企業の新しい変化、農業、農村と食料、環境
問題、雇用と労働をめぐる問題、これからの社会保障のあり方、地球環境の保全と
経済成長、原子力と再生可能エネルギー、人種・民族問題、国際経済格差の是正
と国際協力、現代日本や国際社会の政治や経済の諸課題に関する基本的な事柄
について理解し、その知識を身につけている。 

 

定期考査 
授業プリント 
レポート 
論述 
態度観察 
 
 
 
 
 
 
 

 

 ※ 表中の観点について ａ：関心・意欲・態度  ｂ：思考・判断・表現  ｃ：資料活用の技能  ｄ：知識・理解 

 ※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各項目において 

   特に重点的に評価を行う観点について○を付けている。 

 


